
平成３０度 長岡高校スーパーサイエンスハイスクール 
 

名 称   ＳＳＲⅠサイエンスツアー in 長岡技術科学大学 

日 時   平成３１年１月２４日(木） 

会 場   長岡技術科学大学 

対 象   長岡高校１学年普通科（２３５人） 

目  的 
 地元の長岡技術科学大学の先生による講義と大学の施設設備見学を通して、科

学や科学技術への興味・関心を高め、また、その意義や有用性の理解を深める。 

内 容 

〔講義〕 

１「雪利用最前線～食品熟成からデータセンターまで～」 

上村 靖司 教授（機械創造工学専攻） 

２「地球のエンジン「微生物」を感じてみよう」 

小笠原 渉 教授（技術科学イノベーション専攻） 

３「感情を読み取る技術で未来を先取りしてみよう！」 

中川 匡弘 教授（技術科学イノベーション専攻） 

 

〔施設見学〕 

   メタン高度利用技術研究センター、てくみゅ、音響センター、 

極限エネルギー密度工学研究センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

開講式 

（長岡技術科学大学中出文平副学長） 

講義：「感情を読み取る技術で未来を先取りし

てみよう！」 中川匡弘 教授 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

講義：「地球のエンジン「微生物」を感じ

てみよう」 小笠原 渉教授 
施設見学：メタン高度利用技術研究センター 



 

ｱﾝｹｰﾄ 

評価 

 

① 科学技術に対する興味・関心が高まった  

 

 

     

 

 

 

② 科学や科学技術の意義や有用性への理解が深まった 

 

 

 

 

 

 

③ 全体を通して  （満足度） 

 

 

 

 

 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

６８．２％ ２９．８％ ２．０％ ０．０％ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

７０．７％ ２６．８％ ２．０％ ０．５％ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

６７．２％ ３０．８％ ２．０％ ０．０％ 

感想など 

・今まで科学技術に対してはっきりとしたイメージを持てなかったが，雪の利用 

の話を聞き，科学は意外と身近なところにあると感じた。科学技術によって豪 

雪地帯であることを逆にアドバンテージにできることに感心した。 

・今まで知らなかった科学の応用技術や，これからの科学の未来のことを聞き， 

ますます興味が湧いた。これから進路を決めていく中で，様々な情報を収集し， 

この先の社会がどのように変わっていくのか考えることが重要だと思った。 

・身の回りにはたくさんの「科学」があって，その「科学」を上手に活用するこ 

とで，人々に良い環境を与えてくれることを知った。自分の周りにどんな「科 

学」が潜んでいるか探してみたい。 

・実際に体験を通して科学について楽しみながら理解することができた。身近な 

テーマについての講義は関心をもって聞くことができた。しかし，難しい内容 

にはついていけない部分もあった。もっと自分の知識を増やしたいと思った。 

・科学技術が自分たちの社会のいろいろなところで生かされていることが分かっ 

た。また、社会や他の人の幸福のために技術を開発して広めるということは素 

晴らしいと思った。 

・社会の様々な問題が科学の力で解決できるという事に驚いた。雪冷房や雪冷蔵 

のメリット，デメリットをコスト，産業，観光，製造過程など様々な観点から 

考察し，表やグラフを用いて表すことで効果があるのかどうか分かるという話 

を聞き，おもしろいと思った。 

 


